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令和８年度 UR 賃貸ショップエアコン清掃（西大島他８店舗）仕様書 
 

１ 件名 
令和８年度 UR 賃貸ショップエアコン清掃（西大島他８店舗） 
２ 実施場所・対象機器 
実施場所及び対象エアコンについては別紙のとおりとする。 
３ 履行期間 
令和８年 11 月 12 日（水）から令和９年３月 24 日（水）まで 
４ 支払条件 
完了払い 
５ 作業日時 
水曜日の 10 時から 17 時までの間に実施すること。 
なお、具体的な作業日時については、受注者が発注者と事前に協議の上決定するものとする。 
６ 業務内容 
受注者は対象エアコンについて、分解洗浄によるクリーニングを実施すること。 
作業範囲は以下のとおりとする。 

 フィルター洗浄 
 熱交換器（アルミフィン）洗浄 
 送風ファン洗浄 
 ドレンパン洗浄 
 吹出口洗浄 
 外装パネル洗浄 
 防カビ・除菌処理 

なお、洗浄に当たってはエアコン本体及び周辺設備を損傷しないよう十分留意すること。 
７ 作業実施上の要件 
（１）養生 
作業開始前に、床、壁、什器、OA 機器その他周辺設備について適切な養生を行い、汚損及び破損
の防止措置を講じること。 
（２）安全管理 
作業上の安全管理及び衛生管理について十分配慮し、関係法令を遵守すること。 
（３）試運転 
清掃作業完了後は試運転を実施し、エアコンが正常に作動すること及びドレン排水に異常がない
ことを確認すること。 
（４）異常発見時の対応 
エアコン本体の故障、不具合その他異常を発見した場合は、速やかに発注者へ報告すること。 
８ 清掃用具及び諸材料等 
（１）発注者が負担する費用等 

 業務実施に必要な電気使用料 
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 業務実施に必要な水道使用料 
 その他発注者が必要と認めたもの 

なお、水道については発注者が指定する場所のものを使用すること。 
（２）受注者が負担する費用等 

 業務実施に必要な機材、工具、洗浄剤、養生材その他消耗品に係る費用 
 廃液及び廃材の処理費用 
 その他業務遂行上必要となる一切の費用 

（３）その他 
作業に使用する清掃用具及び諸材料等は適正かつ良質なものとし、内装材等を傷めることのない
ものを使用すること。 
また、洗浄により発生した廃液及び廃材は、関係法令に従い受注者の責任において適正に処理す
ること。 
９ 業務完了報告 
受注者は、全ての作業完了後、業務完了報告書を発注者へ提出すること。 
報告書には次の内容を含めること。 

 作業実施日 
 実施場所 
 作業対象機器 
 作業内容 
 作業前写真 
 作業後写真 

10 検査及び手直し 
発注者による完了確認をもって業務完了とする。 
発注者が不備又は清掃不良を認めた場合は、受注者は自己の負担において速やかに手直しを行う
こと。 
11 損害賠償 
受注者の責に帰すべき事由により、施設、設備、備品等を汚損又は破損した場合は、受注者の負
担により原状回復を行うこと。 
12 その他 
・本仕様書に定めのない事項については、必要に応じて発注者と受注者が協議の上決定するもの
とする。 
・本業務において知り得た事項については、守秘義務を負うものとする。 
・業務受注者による生成 AI 利用については、入力情報及び利用方法に一定の条件を設けた上で利
用を認める。なお、条件の詳細は、(別添１)仕様書別紙「受注者等が生成 AI を利用する場合にお
ける取扱いについて」及び（別添２）仕様書別紙別添「生成 AI の取扱いに関する確認書兼誓約書」
を参照すること。 
 

以上 
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別紙 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店舗 天井埋込（台） 天井埋込：吹出数 壁掛（台） 壁掛：製品番号 住所 連絡先
西大島 4 4方向 1 F40TTEP-W 江東区大島1-33-14秋山ビル1、2階 03-5609-2688
経堂 1 4方向 2 F22MTES-W×2台 世田谷区経堂1-19-10セントラル経堂1階 03-5450-2071
千歳烏山 2 4方向 1 2p421156-4 世田谷区南烏山4-12-5並木ビル4階 03-6279-6672
蒲田 6 4方向 - - 大田区蒲田5-11-7栄月ビル3階 03-3733-3965
高島平 2 4方向 1 SRK2224SW 板橋区高島平2-32 高島平団地1号棟1階 03-3550-4311
王子 2 4方向 - - 北区王子5-2 王子五丁目団地10号棟1階 03-3912-3411
北千住 2 4方向 - - 足立区千住3-76（1階） 03-5244-2877
青戸 8 4方向 - - 葛飾区青戸3-27-11 南葛ビル5階 03-3603-7899
光が丘 1 4方向 1 3P351233-1A 練馬区光が丘2-10-2IMA東館店舗内 03-5997-8051
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別添 1 

受注者等が生成 AI を利用する場合における取扱いについて 

 

本別紙は、仕様書の一部を構成するものであり、本業務において受注者等が生成 AI を

利用する場合の条件及び手続を定めるものである。受注者等は、本業務において生成

AI を利用する場合には、本契約及び仕様書に従い、生成 AI 及び生成物を適正に取り扱

わなければならない。 

１ 目的及び適用 

（1）本別紙は、生成 AI の適切な活用により本業務の効率化及び品質向上を図ると

ともに、情報漏えい、不正確な出力、第三者の権利侵害その他のリスクを適切

に管理することを目的とする。 

（2）本別紙は、受注者（請負者、受託者その他名称を問わず本業務を実施する者を

いう。）又は当該受注者から本業務の全部若しくは一部について再委託若しく

は下請負を受けた者（これらの者からさらに再委託又は下請負を受けた者を含

み、これらを総称して「再委託先等」という。）（以下、「受注者等」とい

う。）が、本業務の遂行手段として自ら契約し、又は管理する生成 AI を利用す

る場合に適用する。 

（3）本業務において受注者等のいずれも生成 AI を利用しない場合、本別紙別添

「生成 AI の取扱いに関する確認書兼誓約書」（以下、「確認書兼誓約書」とい

う。）の発注者への提出は要しない。 

２ 用語の定義 

（1）「生成 AI」とは、人工知能に関する技術を用いて、利用者による情報の入力又

はアップロード（以下、「入力等」という。）に応じ、文章、画像その他の情

報を生成する機能を有するシステム、プログラム又はクラウドサービスをい

う。 

（2）「生成物」とは、受注者等が生成 AI を利用して得た文章、画像その他の情報

をいう。 

（3）「個人情報等」とは、個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）

に規定する個人情報及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律（平成 25 年法律第 27 号）に規定する個人番号を含む情報

をいう。 
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（4）「氏名等」とは、発注者の職員及び受注者等の氏名、役職、所属及び業務用連

絡先のうち、本業務の遂行に必要なものをいう。 

（5）「同意取得個人情報」とは、発注者又は受注者等が、本人に対し、本業務にお

いて生成 AI に入力等すること、その利用目的及び入力等する個人情報の項目を

あらかじめ明示し、本人の同意を得た個人情報をいう。ただし、要配慮個人情

報及び個人番号を含む情報を除く。 

３ 生成 AI を利用するための条件及び手続 

（1）受注者等は、本業務の遂行のために生成 AI を利用することができる。ただ

し、「４ 入力等条件」の全てを満たし、「５ 利用する生成 AI の安全要件」

（以下、「安全要件」という。）の全てに適合する場合に限る。なお、再委託

先等に生成 AI を利用させない場合は、安全要件 No.９は適用しない。 

（2）受注者は、生成 AI の利用開始前に、あらかじめ確認書兼誓約書を発注者に提

出しなければならないものとし、受注者等は、発注者から当該生成 AI の利用を

開始して差し支えない旨の連絡を受けた後、利用を開始するものとする。な

お、受注者による確認書兼誓約書の提出及び発注者による当該連絡又は(4)に基

づく発注者の確認若しくは措置は、発注者が生成 AI の安全性又は適合性を保証

するものではなく、受注者等の本契約及び本別紙に基づく義務及び責任を免除

又は軽減するものではない。 

（3）受注者等が複数の生成 AI サービス又は契約プランを利用する場合、受注者

は、それぞれについて安全要件への適合を確認し、生成 AI サービス又は契約プ

ランごとに確認書兼誓約書を作成し、発注者に提出しなければならない。 

（4）発注者は、確認書兼誓約書の記載内容を確認し、記載内容に不備がある場合又

は受注者等による生成 AI の利用が本契約及び本別紙に適合しないと認める場

合、受注者等に対し、確認書兼誓約書の修正、当該利用の停止その他必要な措

置を求めることができる。 

４ 入力等条件 

（1）受注者等は、次に掲げる情報を生成 AI に入力等してはならない。 

区分 生成 AI に入力等してはならない情報 

ア 個人情報等（氏名等及び同意取得個人情報を除く。） 

イ 
第三者の秘密情報（受注者等が第三者に対して秘密保持義務を負う情

報をいう。） 
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区分 生成 AI に入力等してはならない情報 

ウ 
受注者等が利用する権限を有しない著作物その他第三者の権利の対象

となる情報 

エ 発注者が生成 AI への入力等を禁止した情報 

（2）氏名等は、議事録の作成その他本業務の遂行に必要な範囲で入力等することが

できる。 

（3）同意取得個人情報は、本人に明示した利用目的の達成に必要な範囲に限り、生

成 AI に入力等することができる。この場合、受注者等は、入力等を行う前に、

発注者又は受注者等が、本人に対し、本業務において生成 AI に入力等するこ

と、その利用目的及び入力等する個人情報の項目をあらかじめ明示し、本人の

同意を得ていることを確認しなければならない。 

（4）発注者は、本業務の内容、情報の性質その他の事情を踏まえ、生成 AI への入

力等を禁止する情報を指定することができ、受注者等は、当該指定に従わなけ

ればならない。 

（5）受注者等は、入力等を行う情報を本業務の遂行に必要な範囲に限定するものと

し、入力等可否に疑義がある場合は、当該情報を入力等する前に、あらかじめ

発注者に確認するものとする。 

５ 利用する生成 AI の安全要件 

受注者は、自らの責任において、利用規約、サービス仕様、利用環境、設定その他

必要な事項を確認し、利用する生成 AI 及びその利用に係る管理体制が次の安全要件

に適合することを確認しなければならない。ただし、再委託先等に生成 AI を利用さ

せない場合は、No.９は適用しない。 

No. 安全要件 

１ 
入力等情報及び生成物が、生成 AI モデルの学習、再学習、追加学習、性能向上及

びサービス改善に使用されないこと。 

２ 
入力等情報及び生成物が、本業務の遂行に必要な範囲を超えてサービス提供者又

は第三者に使用又は提供されないこと。 

３ 
入力等情報及び生成物が、物理的又は論理的に他の利用者から分離して管理さ

れ、閲覧、取得又は使用されない環境であること。 
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No. 安全要件 

４ 

入力等情報及び生成物が、通信時及び保存時の暗号化その他の技術的措置によ

り、第三者による不正なアクセス、漏えい、改ざん又は滅失から適切に保護され

ること。 

５ 

受注者等が組織として管理するアカウント（事業者向けの契約に基づくものに限

り、個人の利用を前提とするプラン又は利用規約の内容を個別に確認することが

できないサービスに係るものを除く。）を使用し、利用者及びアクセス権限を本

業務に必要な者及び範囲に限定するとともに、適切な認証管理が行われているこ

と。受注者等は、生成 AI の利用者の一覧を作成し、本業務の期間中これを最新の

状態に保持すること。 

６ 

生成 AI サービス上における入力等情報及び生成物の保存の有無、保存場所及び保

存期間が明確であり、保存されない設定又は本業務の遂行に必要な最小限の期間

に限り保存され、当該期間の経過後若しくは本業務終了後に削除される設定若し

くは運用となっていること。ただし、次に掲げる情報については削除を要しな

い。この場合、受注者等は、本業務における生成 AI の利用終了後、当該情報を本

業務以外の目的で利用し、又は生成 AI による新たな処理に用いないこと。 

（ア）受注者等又はサービス提供者が、法令遵守、セキュリティ確保その他これ

らに準ずる目的で保持する情報であって、受注者等が削除することができな

い情報 

（イ）生成 AI サービスの機能若しくは仕様又は情報の管理単位により、本業務に

係る情報を合理的に区分して削除することが困難な情報 

７ 
サービス上の利用履歴等の記録により、サービス所定の保存期間内に利用状況を

確認できること。 

８ 

入力等情報及び生成物を本業務の遂行に必要な範囲でのみ取り扱い、本業務以外

の目的で使用し、又は発注者の承諾なく第三者に提供しないために必要な管理が

行われていること。 

９ 

再委託先等に生成 AI を利用させる場合に、当該利用が本契約に反しないことを確

認するとともに、当該再委託先等に本項の安全要件を遵守させるために必要な管

理が行われていること。 

10 

事故、本項の安全要件への不適合又はこれらのおそれを把握した場合に、直ちに

生成 AI の利用を停止し、速やかに発注者に報告するための体制が整備されている

こと。 
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No. 安全要件 

11 

利用規約、契約プラン、利用環境、設定等の変更を把握し、変更後の利用開始前

に No.１から No.10 の安全要件への適合を再確認するための管理が行われている

こと。 

６ 生成物の確認及び利用 

（1）受注者等は、生成物を本業務に係る判断、処理、成果物の作成、発注者への提

出物の作成その他本業務の遂行に利用する場合、自らの責任において、その内

容及び利用の適否を確認し、必要な修正を行わなければならない。 

（2）受注者等は、生成物のみに基づいて本業務に係る判断その他の業務遂行を行っ

てはならない。 

（3）受注者等は、生成物に虚偽若しくは誤り、第三者の著作権その他の権利を侵害

する内容、偏見及び差別を含む内容又は本業務に不適切な内容が含まれていな

いことを確認しなければならない。 

（4）受注者等は、(1)から(3)までの確認の結果、生成物に修正を加えずに、成果

物、発注者への提出物その他発注者に提示する資料等に使用する場合、生成 AI

を利用して作成した旨を当該成果物等に明記しなければならない。 

（5）(4)の明記は、受注者等の本業務に関する義務及び責任を免除又は軽減するも

のではない。 

７ 適合状態の維持、変更時の対応及び利用終了 

（1）受注者は、生成 AI の利用期間中、安全要件への適合状態を維持するととも

に、再委託先等に維持させなければならない。ただし、再委託先等に生成 AI を

利用させない場合は、安全要件 No.９は適用しない。 

（2）利用規約、契約プラン、利用環境、設定その他安全要件への適合に影響する事

項に変更があった場合、受注者は、変更後の生成 AI 利用開始前に、安全要件へ

の適合状態を再確認しなければならない。 

（3）受注者等は、(2)の再確認により、安全要件への適合を確認できない場合、当

該生成 AI を利用してはならない。 

（4）受注者は、(2)の再確認の結果、確認書兼誓約書の「１ 基本情報及び利用す

る生成 AI」の記載内容に変更が生じる場合、変更後の利用開始前に、変更後の

確認書兼誓約書を発注者に再提出しなければならない。受注者等は、発注者か

ら変更後の内容で当該生成 AI の利用を開始して差し支えない旨の連絡を受けた

後に、利用を開始する。 
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（5）生成 AI の利用を終了した場合、受注者等は、安全要件 No.６記載の運用に従

い、生成 AI サービス上の入力等情報及び生成物を削除し、又は削除されること

を確保しなければならない。なお、同 No.６に定める受注者等が削除を要しない

情報については、削除対象に含まないが、受注者等は、本業務における生成 AI

の利用終了後、当該情報を本業務以外の目的で利用し、又は生成 AI による新た

な処理に用いてはならない。 

（6）受注者は、発注者から求めがあった場合、再委託先等による利用を含む生成 AI

の利用状況、安全要件への適合状況及びこれらの確認方法を説明し、必要な資

料を提示しなければならない。 

８ 事故、不適合等への対応 

（1）受注者は、事故、安全要件への不適合又はこれらのおそれを把握した場合、直

ちに生成 AI の利用を停止し又は再委託先等に利用を停止させ、発生した事象、

影響範囲及び講じた措置を速やかに発注者に報告しなければならない。 

（2）受注者は、発注者の求めに応じ、必要な調査、是正、影響拡大の防止、再発防

止その他の対応を行わなければならない。 

（3）受注者は、発注者から求めがあった場合、安全要件への適合を確認した方法、

事故等への対応状況を説明し、必要な資料を提示しなければならない。 

９ 再委託 

（1）受注者は、再委託先等に生成 AI を利用させる場合、当該利用が本契約及び本

別紙に反しないことを確認した上で、当該再委託先等に本別紙及び確認書兼誓

約書に定める受注者の義務と同等の義務を課し、これを遵守させなければなら

ない。 

（2）再委託先等による生成 AI の利用及び生成物の取扱いについて、受注者は、自

ら行った場合と同様に、本契約及び本別紙に基づく責任を負う。 

（3）受注者は、再委託先等が利用する生成 AI についても、その利用開始前に、当該

再委託先等を明記した確認書兼誓約書を提出しなければならない。 

10 成果物としての生成 AI システムとの関係 

（1）発注者が利用することを目的として、本業務の成果物として生成 AI システム

を構築又は導入する場合であっても、受注者等が本業務の遂行手段として別の

生成 AI を利用するときは、その利用に本別紙を適用する。 
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（2）成果物として構築又は導入される生成 AI システムそのものの仕様、利用条

件、検証及び導入後の運用管理については、仕様書その他発注者が定める条件

による。 

11 本別紙への違反等 

受注者等が本別紙又は確認書兼誓約書に違反した場合、発注者は、生成 AI の利用

停止、是正、再発防止策の提出その他必要な措置を求めることができる。この場合

において、発注者は、本項に定める措置に加え、本契約に基づく解除、損害賠償請

求その他の権利を行使することができる。 

以 上 
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別添 2 

 

生成 AI の取扱いに関する確認書兼誓約書 

 

本確認書兼誓約書（以下、「本書」という。）は、仕様書別紙「受注者等が生成 AI を利用する場合における取

扱いについて」（以下、「仕様書別紙」という。）に基づき、受注者等が本業務において生成 AI を利用する場

合に、利用する生成 AI 及び安全要件への適合状況を受注者が確認するとともに、仕様書別紙に定める条件及び

手続を遵守することを誓約するものです。 

１ 基本情報及び利用する生成 AI  

契約件名  

受注者名  

生成 AI サービス名  

提供事業者  

契約プラン  

基盤モデル（モデルの名称（系列））  

本業務における利用期間 令和  年  月  日  ～  令和  年  月  日 

再委託先等 
再委託先等による利用：□ 無 □ 有 

（会社名称：                       ） 

複数の生成 AI サービス又は契約プランを利用する場合は、サービス又は契約プランごとに本書を

作成するものとします。基盤モデルを複数のモデルから選択可能なサービスを利用する場合は、本

業務で利用するモデルを記載してください。また、再委託先等が生成 AI を利用する場合、受注者

は、当該再委託先等に係る別葉の確認書兼誓約書を提出するものとします。 

２ 安全要件への適合確認 

受注者は、自らの責任において、利用規約、サービス仕様、利用環境、設定その他必要な事項を確

認してください。利用する生成 AI 及びその利用に係る管理体制が以下の安全要件に適合しているこ

とを確認した上で、確認結果欄の「適合」にチェックしてください。ただし、再委託先等に生成 AI

を利用させない場合は、No.９の「該当なし」にチェックしてください。 



 

12 
 

No. 安全要件 確認結果 

１ 
入力等情報及び生成物が、生成 AI モデルの学習、再学習、追加学習、性能向上及びサー

ビス改善に使用されないこと。 
□ 適合 

２ 
入力等情報及び生成物が、本業務の遂行に必要な範囲を超えてサービス提供者又は第三者

に使用又は提供されないこと。 
□ 適合 

３ 
入力等情報及び生成物が、物理的又は論理的に他の利用者から分離して管理され、閲覧、

取得又は使用されない環境であること。 
□ 適合 

４ 
入力等情報及び生成物が、通信時及び保存時の暗号化その他の技術的措置により、第三者

による不正なアクセス、漏えい、改ざん又は滅失から適切に保護されること。 
□ 適合 

５ 

受注者等が組織として管理するアカウント（事業者向けの契約に基づくものに限り、個人

の利用を前提とするプラン又は利用規約の内容を個別に確認することができないサービス

に係るものを除く。）を使用し、利用者及びアクセス権限を本業務に必要な者及び範囲に

限定するとともに、適切な認証管理が行われていること。受注者等は、生成 AI の利用者

の一覧を作成し、本業務の期間中これを最新の状態に保持すること。 

□ 適合 

６ 

生成 AI サービス上における入力等情報及び生成物の保存の有無、保存場所及び保存期間

が明確であり、保存されない設定又は本業務の遂行に必要な最小限の期間に限り保存さ

れ、当該期間の経過後若しくは本業務終了後に削除される設定若しくは運用となっている

こと。ただし、次に掲げる情報については削除を要しない。この場合、受注者等は、本業

務における生成 AI の利用終了後、当該情報を本業務以外の目的で利用し、又は生成 AI に

よる新たな処理に用いないこと。 

（ア）受注者等又はサービス提供者が、法令遵守、セキュリティ確保その他これらに準ず

る目的で保持する情報であって、受注者等が削除することができない情報 

（イ）生成 AI サービスの機能若しくは仕様又は情報の管理単位により、本業務に係る情

報を合理的に区分して削除することが困難な情報 

□ 適合 

７ 
サービス上の利用履歴等の記録により、サービス所定の保存期間内に利用状況を確認でき

ること。 
□ 適合 

８ 
入力等情報及び生成物を本業務の遂行に必要な範囲でのみ取り扱い、本業務以外の目的で

使用し、又は発注者の承諾なく第三者に提供しないために必要な管理が行われていること。 
□ 適合 

９ 

再委託先等に生成 AI を利用させる場合に、当該利用が本契約に反しないことを確認する

とともに、当該再委託先等に本項の安全要件を遵守させるために必要な管理が行われてい

ること。 

□ 適合 

□ 該当なし 

10 
事故、本項の安全要件への不適合又はこれらのおそれを把握した場合に、直ちに生成 AI

の利用を停止し、速やかに発注者に報告するための体制が整備されていること。 
□ 適合 
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No. 安全要件 確認結果 

11 
利用規約、契約プラン、利用環境、設定等の変更を把握し、変更後の利用開始前に No.１

から No.10 の安全要件への適合を再確認するための管理が行われていること。 
□ 適合 

３ 受注者の確認及び誓約 

・受注者は、本書の記載内容が真実かつ正確であり、利用する生成 AI が本書「２ 安全要件への適合確認」

（以下、「適合確認」という。）に掲げる安全要件に適合していることを確認するとともに、生成 AI の利用

に当たり、仕様書別紙に定める条件及び手続を遵守します。再委託先等に生成 AI を利用させる場合は、仕様

書別紙「９ 再委託」に定めるところにより、当該再委託先等にも遵守させます。（再委託先等に生成 AI を

利用させない場合は、適合確認 No.９については「該当なし」となります。） 

・受注者は、生成 AI に入力等する情報を本業務の遂行に必要な範囲に限定し、仕様書別紙「４ 入力等条件」

(1)に定める生成 AI に入力等をしてはならない情報を入力等しないことを誓約します。 

・受注者は、同意取得個人情報を生成 AI に入力等する場合、仕様書別紙「４ 入力等条件」(3)に定める確認を

行うとともに、当該確認に係る記録を保持し、発注者の求めに応じて提示します。 

・本書の提出及び発注者による生成 AI の利用を開始して差し支えない旨の連絡又は仕様書別紙「３ 生成 AI を

利用するための条件及び手続」(4)に基づく発注者の確認若しくは措置は、発注者が生成 AI の安全性又は適合

性を保証するものではなく、受注者等の本契約及び仕様書別紙に基づく義務及び責任を免除し、又は軽減する

ものではないことを確認します。 

以上について確認し、誓約します。 

提出日 令和  年  月  日 

商号又は名称  

代表者氏名                         印 

作成者 

（担当部署/氏名） 

担当部署： 

氏名： 

連絡先 

（電話番号/メールアドレス） 

電話番号：  

メールアドレス： 

 

 
 


